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　公立高校入試を前に、大阪府教育委員会は18日、新型コロナウイルスに感染した受験生への対応などをまとめたマニュアルを公表し、府立高校や市町村教委に通知した。
　府立高校では2月18日に特別選抜、3月10日に一般選抜の学力検査が予定されている。マニュアルでは、試験当日に受験できるかどうかの判断基準を示した。受験不可とされたのは、新型コロナウイルス陽性者のほか、陽性者と濃厚接触があり、PCR検査を受検予定か結果待ちの人と、PCR検査は陰性だったが発熱などの症状がある人。一方、PCR検査が陰性で症状が出ていない濃厚接触者と、濃厚接触者ではないが発熱などの症状がある人には別室受験を認める。症状がある場合は、当日午前8時までに自分の中学校に知らせる必要がある。
　一般選抜では3月19日に追試験があり、当日試験が受けられなかった人が対象となる。追試験も受けられなかった場合は個別に対応するという。特別選抜に追試験はない。いずれのケースでも診断書などは求めず、自己申告に基づいて各校が対応を判断するという。府教育庁高等学校課の担当者は「感染防止策を徹底するので、安心して受験に臨んでほしい」と話した

